2020年10月15日
（12日の打ち合わせをベースに更新）
仮タイトル案
オンラインにも対応！
　人が育つ会議ファシリテーション術
参加者の「やる気」をうながし「結果」を出す
-----------------------------------------------------
帯に入れたいキーワード
「話術」がなくても「やる気」があれば大丈夫。

企画主旨
「ウイズコロナ」がビジネスパーソンの働き方に大きな変化をおよぼしている。
日立製作所、富士通、資生堂などのようにオフィス数を半減させ、テレワークを積極的に推進する大企業も目にする。いずれも職務を明確にし、年齢や勤務年数などではなく業務に応じた「ジョブ型」へ移行する方針だ。たとえば、日立製作所は、最高人事責任者が2024年には完全なジョブ型へ移行を目指すと宣言した。
こうしたさまざまな動きによって、おそらく働き方の大変化が起きていることを身近に感じているビジネスパーソンは多いのではないだろうか。
働き方が大きく変わる中で、社内での（打ち合わせや）会議の進め方も変わりつつある。リアルな対面型ではなく、zoomやTeamｓなどオンラインで行う機会も増えているが、これはその最たるものであるだろう。
本書では、働き方や仕事の価値が変わる中で、日々の打ち合わせや定例的な会議などを、より実りの多いものにしていく──「自分が源泉」となり、誰もが「次の行動のスタート」に立てるような環境づくりをする──ために、ファシリテーター役（進行役）が、何をテーマに掲げ、どう対話を進めるのか。参加者の本音とやる気を引き出し、能力発揮に導き、仕事を楽しめる環境づくりをしていくのか、その考え方と具体的な方法論をガイドする一冊。

第一ターゲット
打ち合わせや会議で進行役およびそのオブザーバー的な立場にある人

版型
四六判　　224P　　　1800円～2000円・2500部を希望
（そのためには、事前に営業的なことや購入への見込みを寺沢さんに相談し、組み立てる。現状だと、2600円以上の価格をつける必要があるため）


●本書に入れたい原則●
１　ゴールの明確化⇒明確な意図をもって運営する。
２　参加者満足（成長）⇒課題の達成や解決だけでなく、参加者の満足を引き出す。
３　自分が源泉（オーナーシップ）⇒会議のオーナーは参加者それぞれである。


目次案
第1章　ファシリテーション企画づくりの３原則
　　　　　　　１　開催可否（会議の種類）
２　ワンシート企画書
３　進行パターン（ストーリーライン）

第２章　会議は進め方で９割が決まる
　　　　　　　１　共鳴する
２　解決する
３　約束（チャレンジにコミットメント）する

第3章　「場」を通して人やチームを育てる　　　　　　　　←ファシリテーターも参加者も両方を指す
１　話す力（論理、感情）
２　聴く力（論理、感情）　
３　書く力（ホワイトボードやチャット）
４　問う力（質問力）
５　答える力（質疑応答）
６　その他振る舞い（見た目）

第4章　参加者がステップアップするために大事なこと
　　　　　 　１　わかりやすい（スッキリ　疲れない）
２　あたたかい（ほどよい距離感で仲がいい）
　　　　　　  ３　お互いが成長する（生物学用語でいえば、共進する）
４　論理面だけでも感情面でも片手落ち　←どうバランスをとるかを指す

第５章　ファシリテーションを軌道修正する
　　　　　　  １　空気が生む無言のルールに気づく
　   ２　あがってしまった、話しかけづらい……
　　 ３　忖度の罠から抜け出すために
　 　４　大事なことは？　あえて最初に戻る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　

-----------------------------------------------------
●2021年５月以降の発売に向けて考えられること●
出版連動のため
１　有料オンラインセミナー（ZOOM)⇒（会員サービスセンターとして）。
２　出版記念カードゲーム（寺沢さんのグループで進めていただけないかを相談する）。
３　協力者を仰ぐ。ライブ講師実践会のメンバーの名前を書籍の最後に入れる.
　　→リーダー格の人たちに、自分がかかわった本として販売にも力をかしていただく。
４　この本をつかった講座の開催など。
５　アマゾンでの販売を強化する。
　




                                                   　　　企画者　　村上直子
